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(1) 実験動物は，体重40g 内外のトノサマガエノレ (Rana nigromaculata nigromaculata) を用いた。
(2) 迷路破壊は経口蓋的に行ない，前耳骨の一部を開放し，右側迷路を子術的に完全に破壊した。
(3) ー側迷路破壊後の，蛙の全身的所見をfI告を追って観察し，迷路反射についても検討した。
(4) ー側迷路破壊後， 1--3 日， 1 週間， 2 週間， 3 週間， 4 週間， 一定条件で飼育した蛙につい
て，その頚部筋肉の全層を，脊柱につけたまま取り出し，以下の操作を行なった。
a )組織標本作製:上記実験材料を， 冷 Bouin 液または冷2096ホノレマリンにて固定し， Plankｭ
Rychlo 脱灰液にて脱灰した後，アルコーノレ脱水して，セロイジンまたはノマラフイン包埋を行な
い， 10--20μ の主として脊柱に対し直角な，水平断の迫続切片を作製した。
b )染色: Hematoxylin-Eosin 重染色，鈴木氏鍍銀法， Van-Gieson 染色 Azan 染色を行ない，
左右の同名筋肉の比較観察を行なった。
(5) ー側迷路破壊後各時期の蛙について，左右の後肢から屈筋，仲筋を取り，上記の固定，包埋をし
て， 15--20μ の切片の組織標本を作り， H-E 染色を行なった。
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(9) ー側迷路破壊後各l時期の蛙について，頭部筋肉を脊柱につけたまま取り出し，クエン酸にて pH
7.4--7.5 ìこした。 1096 E. D. T. A. 放にて，低温 [1 1 性脱灰を行ーなった後， クリオスタットにて





3 迎迄が強く， 4 -5 週でやや回復するも，その後はあまり変化しない。













v) }j íj ， iLの組織学的TfrJ~は，子術後 1--3 週間に著明であるが，術後短H与問でも出現し，耳目位変化
のやや回復する沼 4 週では，むしろ変化は軽度になる傾向がある。
vi) 組織学的変化は，第 1--沼 4 脊椎問の筋肉に著|月で，とくにW2 椎骨前後に強い。 第 4 脊椎
より応側の fVjではみられない。
vii) IJlj肢筋では組織学的変化はみられず，左右の伸jf3'j ， 屈筋共に，差がなかった口













び四肢m'jの状此を観察したものである。その結果，迷路非破壊側のJ!II 部深層別である以白，ì~ fJ~l矢 nu筋，




特異の変化も， tr~ 4 脊椎より尼側では，認められなかった。ープj凶!伎加では，左右仲 jIJ'j屈仰ともに特
別の変化を示さず，正市筋像を認めた。-側迷路破壊後の顎Jj}j について， コハク酸脱水系両手主活性を
検討したが，著明な左右差を認めなかった。
これらの所見より，反対側第 1 ないし沼 4 脊椎の頭部深層的と迷路の!日]に，作目iJな関係の存在する
ことが認められ， -側迷路が反対側主þ1f佳問筋にのみ緊眠を与えるという長谷川説が文J与された。本研
究は組織学的な基礎的知_1 lを以て，迷路生理に寄与するものと忠われる口
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